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作成者

自分の目標を漢字一字に表し、なぜその漢字にしたのか、自分の体験や考えに基づいて分かり
やすく書く。体験や考えに基づいた理由を書くことにより、思いをより丁寧に自分の実感とし
て伝えることができる。なお、「今日の漢字」という課題を出し、その日を象徴する漢字一字と
その理由を書かせる宿題を一週間程度実施しておくと、課題に取り組みやすい。

①導入（課題の説明）� ������5分
②はがき新聞の作り方の説明���5分
③はがき新聞の制作�������30分
④振り返り�交流� �������10分
グループ内で発表しあう。
発表を聞いて、感想を述べあう。

教材：「手紙・メール　心をこめてわかりやすく書く」（「現代の国語２」三省堂）
自分の目標を漢字一字で表し、なぜその漢字にしたのか、
その理由や考えなどを「はがき新聞」に書きましょう。

自分の目標を漢字一字で表そう

指導のねらい

時間配分
（目安)

教材の対象�▶�中学2年生�国語〈先生向け〉

根拠を明確にしながら、自分の考えが伝わる文章になるよう工夫すること。（B(1)ウ）
Ａ‥‥選んだ漢字について、根拠を明確にして自分の考えが伝わる文章を書いている。
Ｂ‥‥選んだ漢字について、自分の考えが伝わる文章を書いている。

※「主体的に学習に取り組む態度」
Ａ‥‥「はがき新聞」を、友達が読みやすいように、また、読みたくなるように、見た目を

工夫して仕上げている。

完成した「はがき新聞」を基にグループ内で
1分間スピーチを行う。はがき新聞は1枚に
300字程度書ける。1分間に300字程度の分量
は、聞きやすくてちょうどよい速さとなる。

グループで発表しあう。そのあと、ミテミテ
（理想教育財団助成品）に入れて、教室など
に掲示するようにする。長い間掲示すること
により、生徒はじっくり各自の目標などを見
ることができる。

学びを広げるポイント

評価の例



枠を取り、その中に目標とする漢字一
字を書きましょう。 章やイラストが書けたら、枠などに

色を塗って完成させます。
「漢字」は、目立つように工夫しましょう。

なぜその漢字にしたのか、自分の体験
や考えに基づいて理由を書いていきま
しょう。

自分の目標を漢字一字で表し、なぜその漢字にしたのか、
その理由や考えなどを「はがき新聞」に書きましょう。

自分の目標を漢字一字で表そう
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教材の対象	▶	中学2年生	国語〈生徒向け〉

教材：「手紙・メール　心をこめてわかりやすく書く」
（「現代の国語２」三省堂）

レイアウトの例を参考にして、新聞の
大まかなレイアウトを決めましょう。

皆に語り掛けるように、 章を書きま
しょう。

枠に定規などを って線を引いていき
ましょう。

発行者の欄に名前を書きましょう。
（名前は横書きです） ひととおり読み直してから、新聞の

「タイトル」をつけましょう。

はがき新聞の作り方

鉛筆（下書き用）、消しゴム、ボールペン（黒色）、ペン（黒色）、色鉛筆、
水性ペン、定規など

準備するもの
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自分の思いなども書いていきましょ
う。余白ができたらイラストで埋めま
しょう。
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→次のページに続きます。



教材の対象	▶	中学2年生	国語〈生徒向け〉
自分の目標を漢字一字で表そう
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